
１　子どもたちに輝く未来をつなぐ

〇道徳教育の推進

〇いじめ問題の対策強化

〇特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒への合理的配慮の提供

事業番号

①

②

③

①

②

③

R5(2023)
　生活指導主任研修会、副校園長研修会でいじめの事案について取り扱い、様々なケースに基づいた
学びを図ってきました。

R5(2023) 　各種支援員を配置し、特別な配慮の必要な児童・生徒への支援を行ってきました。

R5(2023)

　児童・生徒が社会科の中で地域の学びを深めることができるよう、副読本（「わたしたちの文京
区」（小学校版）、「わがまち文京」（中学校版））を改訂し、区立小・中学校全校に配布しまし
た。また、文京ふるさと学習プロジェクト委員会を開催しました。

R6(2024)

　平和特派員20名が沖縄県うるま市を訪問し、現地の生徒との交流や、戦争に関する各施設の見学を
通して、平和の大切さについて理解を深めました。事前には８回にわたる研修を実施し、プレゼン
テーションに向けた探究学習に取り組みました。現地ではその成果を発表し、帰校後には各学校での
学習発表会等で、学んだ内容を全校生徒へ報告し、平和への思いを共有しました。

R6(2024) 　令和６年度から特別支援教育担当指導員の資格要件を見直し、より広い人材の確保を図りました。

35

文京ふるさと学習プロジェク
トの推進

教育指導課
子どもたちの、地域社会・地域文化等へ
の理解を深める。

12,510千円

(13,988千円)

主な取組実績

特別支援教育担当指導員の配置（特別支援教室） 人 55 56 63

交流及び共同学習支援員の配置（特別支援学級） 人 57 64 68

特別支援学級設置校数（固定制） 校 12 13 13

R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

R6(2024)
　初任者研修、生活指導主任研修会でいじめの事案について取り扱い、様々なケースに基づいた研修
を実施しました。

34

特別支援教育推進事業 教育指導課
特別な支援が必要な子どもたちが安心し
た学校生活を送れる環境を整える。

564,209千円

(606,393千円)

主な取組実績 単位

33

いじめ問題対策事業 教育指導課
いじめ問題の組織的な対応力を強化す
る。

2,269千円

(2,728千円)

いじめに対する法律相談 件 7 4 5

研修会参加者数（延べ） 人 100 112 124

R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

いじめ問題対策協議会 回 1 1 1

主な取組実績 単位 R4(2022) R5(2023)

事業名称 所管課 事業の持つ役割 事業費(千円)

事業費（令和６年度）　上段：実績　下段：当初予算

1　どのような事業で何をしたか（実績）
戦略シートの課題の解決手段として紐づけた計画事業について、「何をしたか」「何がどう

なったか」を記しています。

●４年後の目指す姿・計画期間の方向性●
主要課題の戦略シートで設定している「4年後の目指す姿」と「計画期間の方向性」を転

記しています。

４年後
の目指
す姿

　共生社会の実現に向け、特別な教育的支援を必要とする幼児・児童・生徒の能力を最大
限に伸長するための、総合的な支援体制が強固になるとともに、子どもたちが他者や社会
との関わりについて理解を深め、障害等の有無にかかわらず、互いに人格と個性を尊重し
合いながら、共に生きようとする態度が醸成されている。

計画期
間の方
向性

　子どもたちが自立した人間として、他者と共によりよく生きるための道徳性を育むために、道徳の
授業改善を図るとともに、学校・保護者・地域が一体となって進める道徳教育を推進します。

　いじめの問題に対し、学校と教育委員会が連携して対策に取り組むとともに、校内における組織的
な対応力を強化し、いじめや暴力行為等の未然防止及び早期発見・早期解決を図ります。

令和７年度進行管理　戦略点検シート
◎基本政策

主要課題 No. 7 共に生きるための豊かな心と行動力（共生力）の育成

　合理的配慮の提供等について、研修を通じて教職員の理解促進を図るとともに、関係機関と連携の
上、児童・生徒が障害者を理解するための取組を促進していきます。また、子どもの教育的ニーズに
応じた、支援員等の人的支援を含めた基礎的環境整備の充実を図ります。



〇道徳教育の推進

〇いじめ問題の対策強化

〇特別な支援を必要とする幼児・児童・生徒への合理的配慮の提供

R5(2023)

　区立小・中学校全校において「いのちと心の授業」や「道徳授業地区公開講座」を実施しました。
また、区立幼稚園においても移動動物園を行い、生命尊重や道徳心の向上などについて、全校園の教
育活動で取り組み、道徳教育・人権教育の推進を図りました。

　職層に応じた研修を行うことで、いじめの早期発見、早期解決に向けた取組をそれぞれの立場で考え、実践
することができるようにしました。令和５年度にも増して、いじめの様態は複雑化されており、関係機関と連
携を図ることで、いじめの実態の全貌の把握や早期解決を目指した取組がより一層必要になってまいります。
いじめ対策協議会では、本区のいじめ防止への取組だけではなく、各関係機関の専門性を活かした取組を共有
することができ、いじめの円滑な解決に基づく連携を図ることができました。

　特別支援学級設置校長会と連携を図り、各学校における特別支援教育の課題を整理しました。その上で、設
置校長会の要望にあった「中学校特別支援教室の拠点校の増設」を実現しました。増設することにより、巡回
指導教員が通常の学級との連携が向上することを期待しています。また、合理的配慮の提供や特別支援教育に
かかわる教員の資質・能力の向上を図るため、インクルーシブ教育システム構築事業を実施し、各校へ講師を
派遣しました。６年度は新たに発達障害を専門とする講師を学校へ紹介しました。各校の実態に合わせて特別
支援教育担当指導員を安定的に供給するため、採用要件を変更し、人材を集めやすくしました。

有 主要課題に影響を及ぼす変化等があった（今後、変化等の可能性がある）

　令和６年10月に沖縄県うるま市と友好都市協定を締結しました。

３　成果や課題は何か（点検・分析）
1と２に基づき、計画期間の方向性ごとに「課題解決にどのような成果があったか」「成果が出ない

要因は何か」「新たな課題が生じてないか」などを点検・分析します。

　道徳授業地区公開講座では、保護者から道徳授業や道徳教育への取組に関するアンケートをとり、その結果
を各校の道徳授業における質の向上等に生かすことができました。より多くの保護者・地域の方々に参加して
いただくため、各校は道徳授業地区公開講座の開催方法や内容に工夫を行いました。また、講師の選定や道徳
教育の充実を図る資料やリンク等についても教育指導課から情報提供を行いました。
　若手教員に対し、道徳教育の在り方への理解を促し、より実践的な道徳科の授業改善を図るためには、教育
委員会の主催の研修の内容を精査する必要があります。
　移動動物園では、幼児が小動物に直接触れ合える機会となり、生命を尊重する精神を育むとともに、生きる
ことの大切さなどを伝え、自己肯定感の向上を図りました。

２　社会ではどのような動きがあったか

　　（社会環境等の変化）

人口の増減や、国や都の動きなど、主要課題の背景に関して「何があったか」「今後予想さ

れる」等の社会の変化を捉えています。

チェック チェック項目

無 主要課題に関連する法改正があった（今後、法改正がある）

R6(2024)

　区立小・中学校全校において、「いのちと心の授業」や「道徳授業地区公開講座」を実施しまし
た。また、区立幼稚園においても、移動動物園を行いました。さらに、「いのちと人権を考える月
間」を通じて、生命尊重や人権教育等について、区立学校園で取り組み、道徳教育・人権教育の推進
を図りました。

●特記事項（実績の補足）

36

いのちと心の教育の推進事業 教育指導課
生命の大切さと他者を思いやる子どもた
ちの心を育む。

1,814千円

(2,314千円)

主な取組実績



【ＳＤＧｓの視点】

４　今後どのように進めていくか（展開）
３を踏まえ、「何の対応が必要か」「何をどのようにしていくか」など、今後の戦略としての進め

方を記しています。

　道徳教育の推進のため、若手教員の育成について、実用的な研修内容を選定し、実施していきます。
　いじめ問題の対策強化については、児童相談所や警察などの関係機関との連携を図るとともに、本区のス
クールロイヤーの活用を積極的に活用することで、早期解決に取り組んでまいります。
　特別支援学級の設置校長会と協議を図る中で、学級数が増えている学校については新設及び増設を検討して
まいります。

　幼児・児童・生徒が性別や障害の有無等に関係なく、無償かつ公正で質の高い教育を受けることが
できるよう、道徳授業地区公開講座や移動動物園事業を通して、生命を尊重する精神を育むととも
に、生きることの大切さや自己肯定感の向上を図るための環境を提供しました。

　各種教員研修において、いじめ問題への対応力向上や支援を必要とする幼児・児童・生徒と関わる
教員の資質・能力の向上を図りました。また、幼児・児童・生徒が安心して学校園生活を送ることが
できるよう、学校園が児童相談所や警察などの関係機関と連携したことで、様々な問題に対して組織
的に取り組めるようになりました。
　平和特派員事業において、平和について学び、実際に訪れ、経験したことで、平和の大切さについ
て理解を深めました。

●いじめ認知件数の推移 ●特別支援学級に在籍する児童・生徒及び幼稚園特別保育児の推移

58
70

88

149

19 25
38

69

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

R2 3 4 5年度

（件）

小学校 中学校

75 81 61 57

183
204

212 237

53
62 60

64

0

50

100

150

200

250

300

350

400

R4 5 6 7年度

（人）

資料：教育指導課・学務課作成 ※各年５月1日現在
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